
Ｎｏ 交付対象事業の名称 事業の概要：目的 実施内容 担当課名 事業費　（円） 評価内容 目標値 実績値 評価及び今後の方針

■外部有識者を含む総合戦略会議の運営費や事務経費 161,800

■業務委託料（八百津町「地方人口ビジョン及び「地方版
総合戦略」策定に係る基礎調査等策定業） 9,720,000

町外への冊子
発行部数 ３０，０００部 ３０，０００部

観光客の
流入者数 ６００人 ４１９人

地方創生事業（地方創生先行型）に係る評価

総　務　課

産　業　課

産　業　課

産　業　課
シアタープロモーション

による観光振興事業

　平成28年12月5日公開映画「杉原千畝」に合わ
せ、東京、名古屋、大阪、広島など大都市圏の映画館
で「杉原千畝記念館」「敦賀ムゼウム」両館のＰＲ用
シネアドを実施する。
　また、映画鑑賞者にリーフレットを配布し観光ＰＲ
を行う。

3
小さな拠点

（特産品加工施設）
整備事業

　高齢者の生きがい対策及び地域活性化を目的に、特
産品直売所の運営を地域の人たちで行っている。高齢
農業者が生産した少量の野菜や山菜等でも、この直売
所で販売できることから、高齢者の生きがいと地域の
中心的な交流の場として利用されている。しかし、冬
場などの野菜が少ない時期には販売する商品が少なく
なり、年間を通じて商品の品数を確保することや、加
工して付加価値を付けるなど、特産品の開発を行う加
工施設を整備し、六次産業化を行い雇用の拡大も図ろ
うとするまちづくり協議会への助成事業。

4

1
　産官学金労言の代表者で構成する『八百津町総合戦
略会議』を設置して、平成28年３月までに「八百津町
人口ビジョン」「八百津町総合戦略」を策定をする。

八百津町総合戦略策定事業

6

【映画「杉原千畝」上映に伴う全国シネアド展開及び劇場
サンプリング実施業務委託】

※映画「杉原千畝」の上映開始前に、八百津町と福井県敦
賀市の観光資源に関するシネアド（劇場用CM）を上映。

■上映回数：　　　　　１，２３１回
■動員　　：　　　　５７，０５０人
■リーフレット配布：５０，０００部

１件

【評価】
　利用実績もあり、地域にとって必要不可欠な事業で
あったといえる。
　ただし、次回の更新費用を考えた視点も持つことが必
要である。
 
【今後の方針】
　今後、この地域における観光資源（登山、田舎暮らし
宿泊体験施設構想等）を活用し利用者増を図っていきた
い。
　また、電気自動車の普及を見据えた対策も経営者側と
検討し、利用者の増加を目指していきたい。

【評価】
　今後は、育った子たちが地域へ戻ってくる環境づくり
が必要である。
　小・中・高が連携し、先輩、後輩との繋がりを大切に
した教育をお願いする。
　
【今後の方針】
　夢と志を抱き、生きる力を身につけ、ふるさと八百津
に誇りと愛着のもてる教育を実施していく。

【評価】
　5万人を超える来館者であり、大きな効果、効用が伺
える。遠方からの来場者にとっては交通の便の悪さが
ネックとなるので、各最寄り駅からの交通のＰＲと観光
会社との連携も強化していくこと。また、外国人旅行者
等を町内商店街や町内その他の観光地へ誘導を図ってい
くこと。
　
【今後の方針】
　杉原千畝ルート協議会、Ｒ４１関係市町村との連携に
より観光回廊を拡大させていきたい。
　Wi-Fi環境の整備、タクシーのラッピング等によるＰ
Ｒにより町内周遊の増加を図っていきたい。
　

【評価】
　山の直売所の旬の食材、野菜等をＳＮＳで発信し、Ｐ
Ｒに努めること。
　ジビエ料理など冬場の利用を検討すること。また、し
し鍋、しし肉バーガー等この地区ならではの食材を提供
してみては如何か。
　
【今後の方針】
　ジビエ肉の処理において法令に基づいた許認可が必要
となることが検討課題である。
　また、この地域で開催される「へぼ祭り」とも連動さ
せ地域の実行委員会とも協議し地域の名物としての提供
を模索していきたい。
　ＰＲについては、地域おこし協力隊とタイアップして
田舎の魅力と旬を発信していく。

指導方法の
気づき件数

５２，２６４人
杉原千畝記念館

来場者数

2

２８件

4,545,450

10,000,000

少子化対策事業
　子育て支援関係の資質の向上を図るため、へき地小
規模校の教育の在り方について研修会を開催する。

【へき地小規模校講演会
　　～　へき地の子どもの社会性をいかに育むか　～】

■へき地小規模校における学習指導や社会性の育成、それ
に関わる学校・学級経営等の課題について、へき地小規模
校のメリットを明らかにし、それを生かしたこれからのへ
き地教育の在り方を学ぶ。

■実践発表／八百津町立潮見小学校・久田見小学校
■講　　義／北海道大学准教授

700,000

148,180

4,500,000

過疎地域における持続可能
な燃料供給拠点整備事業

　SS地下タンク経過年数に伴う措置期間（40年判
定）の到来に伴い、JAが撤退を検討したことから、町
が地下タンクの入替えの費用を一部負担することで、
当該地域（八百津町福地）の燃料拠点の維持・管理を
図る。また、新たに灯油タンクの新設を行い利用者の
利便を図る。

【JAめぐみの福地給油所整備工事補助金】

■既設キャノピー塗装工事一式
■防火塀、灯油計量器等設置工事一式
■地下タンク埋設工事一式

教　育　課

２，４４９人

山の直売所
利用者数 ２，２２６人

１，４４０人

５，０００人

ガソリンスタンド
利用者数

【評価】
　子どもの夏休み期間をターゲットとした事業展開で
あったが、五宝滝等他の観光資源も相乗させ、当町の四
季折々の風情やうまいものスタンプラリーを活用するな
どリピート率の増加を図っていく展開も必要。
　
【今後の方針】
　今後は、町内外者からの発案、主体的な取り組みによ
る事業展開や杉原千畝ルートなど市町村連携による観光
振興策を活かして消費喚起にも繋げていきたい。

5
地域資源を活用した

観光振興事業

　地域資源を活かした観光振興事業支援：「八百津町
宝探し」及び「八百津町スタンプラリー」を開催。
　町の魅力を活かした参加型イベントとして観光ス
ポットにまつわる謎を解きあかし、町内を回遊させ
る。

【八百津町宝探し事業交付金】

■八百津町観光協会プロモーションプロジェクトの企画と
して、八百津町の情報を内外へ発信し、八百津町内へ訪れ
ていただくために、地域情報紙『歩好里人』を活用して
「謎解き宝探しラリー　トレジャーハンター　in八百津」
及び「まちあるき」の２つのイベントを実施した。

産　業　課

【小さな拠点（特産品加工施設）整備事業補助金】

■基礎、土間工事一式
■建具、クロス工事一式
■水道給排水工事一式
■板金工事一式
■電気、設備工事一式
■ガス配管工事一式

２０，０００人


